
【本日の協議内容】 

 Ⅰ令和２年度実施計画 

令和２年度の具体的な実施項目について協議します。 

 Ⅱ次期基本計画 

令和３年度以降の基本計画について、大まかな方向性を協議します。 

 

Ⅰ【令和２年度実施計画】 資料１ 

○令和元年度の進捗状況 

○令和２年度の方向性   について、ご意見を伺います。 

※Ｒ2は、現基本計画（Ｈ２８～Ｒ２）の最終年度にあたります。 

 

Ⅱ【次期基本計画】 

１ 経過  

〇課題 

 平成２７年３月に現基本計画を策定 

 平成３０年３月に新酒田市総合計画が策定 

⇒行革計画は、総合計画のほか、各個別計画等と重複している状況にあり、整理が必要と考え

られていた。（例：市民参画や協働など） 

〇12/3酒田市行財政改革推進本部会議 

11/26行革委員勉強会（於 ひらたタウンセンター）三木先生の講演をヒントに 

① 税金で負担する必要があるのか？を整理し、 

② その上で、生産性を高める  

⇒・行革は行革の視点で内部管理的なものに限定 

・総合計画等に登載しているものは省く     という方向性を基本とすることとなった。 

 

２ 次期計画の概要（案） 

 ◆計画期間 ⇒ 5年間（Ｒ３～Ｒ7） 

 ◆計画の構造 

   基本方針 ― 改革目標 － 改革項目 － 取組項目 

          基本計画            実施計画※毎年度見直し 

  

◆行革計画の守備範囲  

総合計画、個別計画・・・何をやるか？ ～ 政治で決める（市長、議会） 

★行革計画・・・総合計画、個別計画達成の推進 ～ テクノクラート（職員）の役割 

 

３ 行革計画の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度第 2回酒田市行財政改革推進委員会   令和２年度実施計画・次期計画（令和 3年度～）について     令和 2年 1月 22日 総務部行政経営課 

 

 

行革計画が向き合うべき課題 

（課題１）最小の経費で最大の効果 

（課題２）人口減少 

     ~人口減少に見合った見直し 

生産労働人口の減少 ⇒ 担い手不足 

生産性の向上 

（課題３）DX（デジタルトランスフォーメーション）、ESG、SDGｓ  

～技術革新や価値観の変化への対応 

働きやすい職場環境 

ICT の活用 

税収の減少 

民営化 

社会資本の余剰 → 最適化、有効活用 

固定費用の負担増 


